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令和 6年度 第 2 回安全衛生委員会の開催結果について（お知らせ） 

 

シルバー派遣会員の皆様におかれましては、センター運営にご理解いただきあ

りがとうございます。 

さて、下記のとおり令和 6 年度第 2 回安全衛生委員会をセンターで開催いたし

ましたので、その内容等お知らせいたします。 

 

記 

 

１．開催日時  令和 6年 5月 22日（水） 12時 00分より 

         

２．協議内容 

 （１）健康診断の実施と活用 

   ・別添資料「健康診断の実施と活用」を基に健康診断の必要性の確認。 

 

 （２）怒りのコントロール～アンガーマネジメント～ 

   ・別添資料「怒りのコントロール～アンガーマネジメント～」を基に怒りの

感情のコントロールの仕方について確認。  

 

（３）職場におけるハラスメントについて 

   ・別添資料「職場におけるハラスメントについて」を基にハラスメントの影 

響や定義、判断基準について確認。 

    

３． その他 

  【産業医より】 

・気温が高くなりつつあり、熱中症の事故が増える懸念がある為、水分 

をしっかり摂る等の対策を行い、十分気を付けて欲しい。 

・健康診断は是非受診し、生活習慣病の予防や病気の早期発見に役立ててほしい。 

異常があった際は放置せず、再検査等を必ず受けてほしい。 

・アンガーマネジメントを学び上手に怒りをコントロール出来るようになってほ

しい。 



・ハラスメントの及ぼす影響を再確認し、自らの言動がハラスメントに該当しない

か改めて見つめ直してほしい。 

 

４．連絡事項 

 ① 健康診断の受診について（引き続き） 

   本年の健康診断のご予定はありますでしょうか？ 

労働契約法第 5 条に定められている「安全配慮義務」は発生することから、

派遣元事業所として把握する必要があるため、是非健康診断は毎年の受診をお

願いしますとともに、診断書のコピーをご提出いただきたくお願い申し上げま

す。 

   毎年、5 月頃川越市からの特定健康診査（ときもいきいき検診）について、

皆様に通知があるかと思いますのでご検討ください。 

 

② 健康上の悩みなどについて 

   安全衛生委員会では、産業医を含めた委員会を開催しますので、就業上のス

トレスや健康上の悩みなど、相談したいことなどありましたら事務局担当まで

連絡又は書面にて頂きます様お願いいたします。 

 ※産業医の役割としては、健康診断とその結果に基づく措置、治療と仕事の両

立支援、ストレスチェック制度や長時間労働者に対する面接指導などがあり

ます。 

 

 

◆ 気温が高くなる日もあり熱中症になる危険性が高くなってきました。 

気温が高くなる日に活動をする際には、屋外でも室内でも自分の体調に注意

し、水分補給と適度な休憩をするようにしましょう。 

体調管理の徹底は勿論のこと、就業途上及び就業中の事故ゼロに向けて改め

てご認識下さいます様宜しくお願い致します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

公益財団法人いきいき埼玉 

シルバー人材センター連合川越市事務所 

                  事務局担当：川﨑・河東・土屋 

（Tel：049－222－2075） 
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株式会社ドクタートラスト
産業保健師

健康診断の実施と活用

衛生委員会に初めて参加される方や新年度の意識共有の際にご活用ください
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1．健康診断の目的

© 2021 Doctor Trust Co., Ltd. 2

事
業
者

実施義務
（労働安全衛生法第66条）

安全配慮義務
労働者に対して、医師による健康診断を
実施しなければならない。

事業者は、健康診断結果を提出するよう
従業員に要求し、中身を必ず確認する。
※健康診断結果を見ないと、安全配慮ができないため。

労
働
者

受ける義務
（労働安全衛生法第66条第5条）

自己保健義務違反にて、仕事上何らかの
負荷が事業者に起きた場合、事業者はペナ
ルティーを課すことが可能。

自己保健義務
労働者は企業の実施する労災防止の
措置に協力しなくてはならない。

 健康診断は、労働者の健康状態を把握し、適切な健康管理を行うために実施します。
 脳・心臓疾患の発症の予防、生活習慣病などの増悪を防止することが目的です。
 健康状態により、労働時間の短縮、作業転換などの事後措置を行うこともあります。

 健康診断については、事業者は実施義務、労働者は受ける義務があります。



2．健康診断を受けるメリット
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労
働
者

 定期的に自分の健康状態を把握できる
 自覚症状のない病気や生活習慣病を予防できる
 病気の予防、早期発見ができる
（長期入院・治療などの負担が減る）
 費用は事業者負担
 就業時間内に行ける場合もある
 健康な労働者が増えれば、健康保険料や
介護保険料の値上げを防ぐことが出来る

定期的な通院を行っていても、
健診（検診）で行うすべての項目を
通院先で検査しているとは限りません。
主治医とも相談の上、
職場の定期健診を受けましょう。

 労働者が健康診断を受けるメリットはこんなにあります。



3．健康診断の種類
健康診断の種類 対象となる労働者 実施時期

 雇入時の健康診断
（安衛則第43条） 常時使用する労働者

雇い入れの際
※雇用3か月以内の別の
健康診断結果で代用可

 定期健康診断
（安衛則第44条）

常時使用する労働者
（次項の特定業務従事者を除く） 1年以内ごとに1回

 特定業務従事者の健康診断
（安衛則第45条）

労働安全衛生規則で掲げる業務※
（深夜業含む）に常時従事する労働者

左記業務へ配置換えの際、
6月以内ごとに1回

 海外派遣労働者の健康診断
（安衛則第45条の２） 海外に6か月以上派遣する労働者 海外に6月以上派遣する際、

帰国後国内業務に就かせる際

 給食従業員の検便
（安衛則第47条）

事業に付属する食堂または炊事場に
おける給食の業務に従事する労働者 雇い入れの際、配置換えの際

※安衛則第13条第1項2号に規定する業務
© 2021 Doctor Trust Co., Ltd. 4



4．健康診断の項目①

あああ

雇入時健康診断 定期健康診断

①既往歴、業務歴
②自覚症状、他覚症状
③身長、体重、腹囲、視力、聴力
④胸部エックス線
⑤血圧 ⑥貧血 ⑦肝機能
⑧血中脂質 ⑨血糖 ⑩尿
⑪心電図

①既往歴、業務歴
②自覚症状、他覚症状
③身長、体重、腹囲、視力、聴力
④胸部エックス線、喀痰
⑤血圧 ⑥貧血 ⑦肝機能
⑧血中脂質 ⑨血糖 ⑩尿
⑪心電図

※太字の項目は、医師が必要でないと認める場合省略できる場合があります
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検査項目 検査項目表示 疑われる原因や疾患の一例（※）

血圧 収縮期（最高）血圧
拡張期（最低）血圧

肥満、加齢、喫煙、遺伝、塩分の取りすぎ などが原因。
血圧が高いと、心臓病・脳卒中・腎臓病などが起こりや
すくなる 。

脂質
HDL（善玉）コレステロール
LDL（悪玉）コレステロール
中性脂肪（TG）

食生活の乱れや運動不足などが原因。
HDLコレステロールが低く、LDLコレステロールが
高いと心臓病、脳卒中などが起こりやすくなる。

肝機能
GOT（AST）
GPT（ALT）
γ-GTP（γ-GT）

過度な飲酒や肥満、肝臓の疾患などが原因。
肝臓や肝臓の近くにある胆のう・胆管の異常、脂肪肝・
アルコール性肝障害の可能性を知ることができる。

血糖 空腹時血糖（FBS）
ヘモグロビンA1c（HbA1c）

空腹時血糖は、血液中に含まれるブドウ糖の量を
調べる検査。ヘモグロビンＡ１ｃは、１～2か月に
わたる血糖のコントロール状態を調べることができる。

※所見があった場合は、自己判断せず再検査を受けましょう。
6

4．健康診断の項目②
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検査項目 検査項目表示 疑われる疾患や原因の一例（※）

貧血 赤血球数（RBC）
ヘモグロビン（Hb）

赤血球やヘモグロビンが少ないと鉄欠乏性貧血が疑われる。
鉄欠乏性貧血だけでなく、血液の病気や胃潰瘍・十二指腸潰瘍・
大腸癌・子宮筋腫からの持続的な出血により貧血を起こしている
場合もある。

尿検査 尿蛋白・尿糖
尿蛋白検査では、腎臓の機能を調べることか出来る。
尿蛋白が陽性の場合には、ネフローゼ症候群、糸球体腎炎、
尿路感染症、腎硬化症などの病気が疑われる。尿糖検査は、
尿の中に糖が出ているかを調べ、糖尿病の指標のひとつとなる。

心電図 安静時心電図
心臓のリズムの異常や狭心症、心筋梗塞の可能性がないかなどを
知ることができる。心電図の項目で異常が見られても、自覚症状
のない方もたくさんいるが、大きな病気の早期発見につながる
こともある。

胸部X線 胸部X線検査 肺がんや肺結核、喫煙に伴う肺疾患などが疑われる。

※所見があった場合は、自己判断せず再検査を受けましょう。

4．健康診断の項目③



項目 有所見率（％）
脂質代謝 33.3
血圧 17.9
肝機能 17.0
血糖値 12.1
心電図 10.3
貧血 7.7
尿蛋白 4.0
尿糖 3.2

© 2021 Doctor Trust Co., Ltd. 8
厚生労働省 令和２年定期健康診断結果報告（年次）より

何らかの異常を指摘される労働者は
58.5％（全国）

あなたの事業所の状況

□健診受診率（％）

□有所見率（％）

□有所見者が多かった項目

□その他

5．健康診断の有所見率



6．健康診断実施後の流れ
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健康診断の実施

健康診断結果
異常所見の有無

所見あり 所見なし

保健指導・受診勧奨

医師等の意見聴取

健診結果の労働者への通知

就業上の措置の決定など

健康診断の実施後、所見があった場合には、医師または保健師による保健指導や受診勧奨が
行われます。【事業者の努力義務】また、健康診断結果は、事業者が医師等から意見を聴取し、
労働者の就業上の措置の決定（例えば、残業の制限や配置転換など）等を行います。



7．結果が返ってきたら個人が行うこと
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検査の意味を知って結果を正しく受け止める
まずは各項目の検査値が基準値の範囲内か確認しましょう。
※検査項目ごとに基準値あり。結果票に記載されていることが多い。

病気の早期発見、予防
自覚症状のない人が定期的に検査を受けることで自分の健康状態を知り、生活習慣病の
予防や隠れた病気の早期発見に役立てましょう。

異常があれば放置しないで再検査等を受ける
自覚症状がないうちに異常を見つけて対処してこそ、受ける意味があります。
「要受診」「要再検査」「要精密検査」の判定が出ている場合は、必ず受診を。

検査結果は保存して経年変化をチェック
毎年の結果を保存しておけば、過去のデータと現在のデータを比較することができます。
経年変化を見ることで、自分の体の変化や注意すべき病気に目を向けましょう。
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特定保健指導を活用しよう
健診結果から、生活習慣病（高血圧や糖尿病、脂質異常症など）の
発症リスクが高く、生活習慣の改善によって、生活習慣病の予防効果が期待
できる方に対して、専門スタッフ（保健師、管理栄養士など）が生活習慣を
見直すサポートします。
特定保健指導を受けることができる方には、健康保険組合や協会けんぽ等
からお知らせが届きますので、ぜひ利用しましょう！

健康診断を受けっぱなしにするのではなく、
結果を活用し、会社・個人としての対策を行うことが

疾病の発症や重症化を防ぐカギとなります！

© 2021 Doctor Trust Co., Ltd.

7．結果が返ってきたら個人が行うこと



8．社員に健康診断を受けてもらうために

12

健診のメリットを
社内会議やポスターでPR

健診日を衛生管理者で設定し
個別に声がけ

評価に加算する

オプション検診の充実 受診しやすい場所の選択

健康診断の受診率向上するための対策を考えましょう！

例

© 2021 Doctor Trust Co., Ltd.



9．社員の有所見率抑制のために
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健康セミナーの開催 社員食堂などで
健康な食生活をサポート

再検査や受診を勧奨
就業時間内の受診を認める

スポーツクラブや社内研修等
運動の機会の提供

残業時間の抑制で
睡眠時間を確保し肥満対策

有所見率を抑制するための対策を考えましょう！

例



あなたの事業場の健康診断

© 2021 Doctor Trust Co., Ltd. 14

時期
□雇入時

□定期

□特定業務従事者

□その他

検査項目・オプション
□オプション項目や費用負担

場所
□場所

□感染症対策

健診に関する取り組み
衛生委員会での取組など



動画配信始めました！産業保健の最新情報をお届けします！

15© 2020 Doctor Trust Co., Ltd.

・新型コロナウイルス
予防方法

・パワハラ防止法
…など

今話題のトピックについて
専門職が解説いたします。
ぜひチャンネル登録お願い
します！

動画へ！

担当保健師のひとこと

社員の皆さんが安全・健康に働けるためには、健康診断は
大変重要です。ぜひ今回の衛生委員会資料を活用して、法令上
定められている健康診断が実施されているか、また、健康診断の
実施方法や事後措置などについて、確認をしましょう！

https://www.youtube.com/channel/UCAGwJGIsIH72u2Ii3wvx8qw
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【発祥の背景】

1970年代に、アメリカで広がったもの。

運転中に怒りの感情をコントロールでき
ずイライラが募り、暴力的な行為や、さ
らにエスカレートして射殺事件に発展し
たことが背景。

このような経験はありませんか？
・ 部下にカチンときて怒ってしまった
・ 必要以上に怒ってしまう
・ イライラが止まらず集中できない
・ イライラする、怒ってしまう自分を何とかしたい

「怒らない人」ではなく
「怒りをコントロールできる人」を目指すのが

“アンガーマネジメント” です



ANGER
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怒り：人間にとって自然な感情の一つ

怒りのない人はいない。なくすことは不可能

すべての感情は必要なもの
怒りを感じることに罪悪感を抱く必要はない

しかし、「怒り」はインパクトが大きく
人生に思わぬ影響を与えかねない

【感情の種類】 6種類の代表的な感情

喜（よろこび）

楽（たのしみ）

怒（いかり）

愛（いとしみ）

哀（かなしみ）

憎（にくしみ）

【感情表現】



怒りの裏には本当の気持ちがある！
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■一次感情

コップの水のように、
押さえきれない一次感情が

あふれ出た場合
その後に二次感情である

「怒り」が出現する

不安・つらい・苦しい・痛い・嫌だ

疲れた・寂しい・虚しい・悲しい

■二次感情 ＝ 怒り



怒りのメリット・機能

① 伝達手段である

② 身を守るための防衛感情

③ すっきりする

④ モチベーションやエネルギーと
なる

©2018 Doctor Trust Co., Ltd. 5

人は大切にしていること・ものに
触れられると、イライラする

怒ることで
「何を大切にしているか」

気づくこともできる

怒りのデメリット

① 連鎖する

② 場の空気が悪くなる

③ 人間関係が悪くなる

④ 怒った本人が後悔する



① 強度が高い

一度怒り始めると歯止めがきかなくなり、激しく怒鳴ってしまう

② 持続性がある

過去に起こったことに起因し、持続性がある。

根に持つ、思い出し怒りをする

③ 頻度が高い

しょっちゅうイライラする。カチンとくることが多い

④ 攻撃性がある

他人を傷つける、自分を傷つける、物を壊す

【怒りの性質】

身近な対象ほど強くなる ： 家族等
伝染しやすい ： 一人が怒ると、周りも怒り始める
高い所から低い所へ流れる ： 上司から部下、親から子へ等

©2018 Doctor Trust Co., Ltd. 6

無駄に怒らない
ことが大事
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6秒待つ （6秒ルール）
怒りの感情のピークは長くて6秒間！

「イラッ」ときても反射的に怒りをぶつけず、6秒間やり過ごす

【具体的な方法】
・ 深呼吸 → 副交感神経が働いてリラックス
・ 水を飲む
・ 6秒数える
・ その場から離れる、散歩などでクールダウン
・ 近くにあるものを観察する
・ ポジティブな言葉で自分を励ます

いったん落ち着いて、
怒りを鎮める時間をつくる！



表情フィードバック仮説

通常の楽しい「から」笑顔になるという流れに対し、

笑っている「から」楽しくなるという逆の方向を利用する

体と心は密接につながっているため、体の状態に心がついていくと
いわれている

©2018 Doctor Trust Co., Ltd. 8

柔らかく……
柔らかく……

怒っていてもまずは笑顔を作って、怒りを鎮める！

楽しい！
気分がいい！
と脳が判断

本当に
ハッピーな気分に

なってきた！



上手に怒る

■ 感情的にならない（アサーティブなコミュニケーション）

相手に伝えたいこと、わかってもらいたいことを落ち着いて伝える

※アサーティブ：互いの権利を尊重しながら主張すること

■ 一貫性を持つ

話している内容を、相手や状況によって変えない

■ 伝わりやすいタイミングを観察する

自分と相手の間を見計らう

■ 相手の言い分も受け入れる

話を聞いて、落ち着いてから返事する

■ 過去の話題を持ち出さない

今起こった事象に対してのみ話す。「いつもそうだよね」はNG

■ NGワード・NG態度に気をつける

人格否定、余計な一言「なんでできないの？」、物に当たる、暴力
©2018 Doctor Trust Co., Ltd. 9
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リフレーミング

違う角度や視点から考えること

相手の立場を想像してみること

【例】 上司と新人部下

上司 ： 部下に当たり前な質問をされて怒ってしまった
部下 ： 上司に質問をしたら怒られた

《リフレーミング》
上司 ： 自分にとっては当たり前でも、経験の浅い部下にとっ
ては当たり前のことではないかもしれない
部下 ： 質問をする前に、自分で理解する努力をしてもよかっ
たのかもしれない
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■ 嫌な状況は変わらない

■ 人と人の間に距離ができる

「許せる・許せない」、「怒る必要がある・ない」の
ボーダーラインを明確に決めていく

【 怒る理由 】

理想と現実のギャップ

理想と現実のギャップや思い込みからくる怒りを
断ち切る！

【 怒りの原因 】
～であるべき（べき論）
～であるはず

→自分の欲求、希望、
願望を象徴している

必要なときに怒らないでいると……

■ 人や状況に振り回される
■ 自己肯定感が下がる
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■ アンガーマネジメントによる効果

• 仕事の効率・パフォーマンスが上がる

• 原動力やモチベーションにつながる

• 職場や私生活における人間関係の改善

• 心身の健康増進

• いじめ・ハラスメントの防止

怒りをコントロールし、味方につけることで、
仕事の効率UPや人間関係改善につなげられる！
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■ 異なる考え方を持つ人を認める

相手を尊重する

■ 完璧主義を捨てる

「こうであるべき」「～しなければならない」

「～のはず」

■ ポジティブな解釈をしてみる

コップの水が半分しかない → 半分もある 等

■ 自分のプラスにならない怒りは捨てる

いつまでも覚えてないで、忘れる！

■ 焦らずに自分を改善していく

できそうなことから、少しずつ意識・行動を変える
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担当保健師のひとこと

怒りを鎮めることは容易ではないかもしれませんが、「でき
ること」から始めてみましょう。
まずは「6秒ルール」を意識することがおすすめです！

このアンガーマネジメントの資料を通して、よりよい職場環
境づくりや人間関係の形成に繋がっていくことを願っていま
す。

保健師によるセミナー、ご好評いただいております！

・健康診断の事後措置について
・アンガーマネジメント
・睡眠から考える長時間労働
・VDT症候群予防について…など

健康経営に最適なセミナーを
保健師がリーズナブルに実施いたします！

無料セミナー毎月開催中！

詳しくは特設サイトへ！

http://seminar.doctor-trust.co.jp/

検索保健師 健康経営セミナー



職場における
ハラスメントについて

	
����������

© 2017 Doctor Trust Co., Ltd



職場における３大ハラスメント

º
z]*{��}�

z]*{��z��\�H�£j`�¡
*={��y
H�£j`�¡*=�|¢�x�H=�
�p��x�6�� 5�x&Hh�x
s0�_-���z]*{�$�¢��y

¤±«»¾�1�W��}��x]��
�ni<���\x��7��EP�
��� x/fS����4m�| z]
*{����¢¡��| ��y
z]*{�g�����#��
zH�(`<{��DFC�� x
	H�z
Q\e�{�ni���y

z��\{��}�

LbqQ��\�����x°»­«¦³��\x
+YU%���rLbqQ��\£$�x
�H��qQ�¡������\£}}��y

Ok��\��}��xOk��H������
x��\Ok�8��A�£!�¡\¼Ok��
H�½�x_�qQ�¡��\�"I�x@Z£c
�¡;a�| ��y

ª§¨µ¤·
¯¶©´¹­

wtt3 R,qQJ�'WN���¢�)��?l��oK@Z��}��H��[���º
2X��.[

:G���T >}�VK��~xwuv3 BLR,qQJ�'WNºBL^�º�d
HN
��oK@Z��}��H��[���

��H����S�@Z£[����N9��}�xª§¯¶º²«¯¶"I�2X�M��¢¡

²«®¬¥
¯¶©´¹­

°¸»
¯¶©´¹­

© 2017 Doctor Trust Co., Ltd



各種ハラスメントの影響

a]ZÂs�Z:4~¤YT
Â h�¤C�¢Y@�+�­°¯
Â g&£0�­�¢¯¢¡���E�£��¢cF«4~±T���¯
Â »Á·¿��«W9¢¡�a]«s�£:4~± ¨��
g«tg£j¯#h8Å�ÇÆ
Â $�mM5ªP�¢5wX�K¯� ��¯

�Äg&£��¯¹½¶»Á¸¥���Z¢$��¥¢��	H¤}V`S�¤$�Ä�

k
.
f

	
H

�
.
f

	H ��¤��[4~¤YTÅ¼½Ã¿���TU8���Hd:�Æ
Â g&��¤��¦¤<I���g&��¤TU8£ª:4~
Â g&^2¤�°
Â k.f¤tg«
g¢¡¤cF£¬®�be¤vJÂ�RZ¢u%±+�­
°¯
Â on¦¤Y1ª#h8 ��¥�®�	H²»Ãµ���
Â �D¤O�
Â A.r�£¬¯xyZA*

is£ª)�¢��[
Â g&£��¯
V¤*'
Â >?��¤/qÂl�£o�­°¯#h8�®

�Ç g&���©±"���¯´¿Ãº¥�"��
�¢�´¿Ãº£L§�6SZ¶¸À¶!7¾¶³
�È��­É��6Z(�5¶¸À¶|.Å����ÆX
Q¤YT¾¶³¥Ê�ª��Å���f£��¯g&
¤��©¤;,BN¤zY �¤-=��34~
£{�¯pG\_�Æ

© 2017 Doctor Trust Co., Ltd
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パワハラの判断基準
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職場におけるセクシュアルハラスメント①
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職場におけるセクシュアルハラスメント②
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職場におけるマタニティハラスメント①
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事業主が講ずべきハラスメント対策措置
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ハラスメントのレベルと法的責任
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